
神戸市内で働く皆さん！健康経営って知っていますか？

社員の健康は、企業の資本です。

社員が心身ともに健康になれば、労働生産性や企業のイメージは上がり、

反対に離職率を下げ、医療費の負担を減らすことができます。

まさに、企業にとっては良いことばかり。

いま神戸市は、「誰もが健康になれるまち」を目指しています。

市民はもちろん、神戸市で働く皆さんにも健康になって欲しい。

だから、神戸市の企業には、ぜひ健康経営を推進して欲しいのです。

そうは言っても、健康経営って難しそうですよね…。何から始めていいのかわからない。

そこで、ご提案です。まずは、MY CONDITION KOBEを社内で導入してください。

多くの神戸市民を健康に導いてきたMY CONDITION KOBE。

社員の健康のこと、気になるなら、はじめよう。

1

企業における
MY CONDITION KOBEの導入について



MY CONDITION KOBEについて

2019年4月より、神戸市が市民を対象に運用している無料の健康サービス。専用のアプリを介して、健康
管理のサポート、健康アドバイス、健康ポイントの運用、健康情報の配信、アンケート調査の実施等を行っ
ている。

神戸市在勤者への利用資格の拡大について

現在は、神戸市に住民票を置いている「市民」のみを対象に提供しているサービスであるが、誰もが健康に
なれるまち健康創造都市KOBEの実現に向け、神戸市企業の健康経営をサポートするため、2020年1
月より、利用資格を在勤者に拡大する。

利用資格

神戸市内に本社・支社・営業所等を置く企業の社員

利用方法

企業（営業所、本店、支店等でも可）単位もしくは健保組合単位で神戸市と契約することにより、

所属する社員が利用可能となる。

概 要
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◆健康アプリ「MY CONDITION KOBE」の利用でできること

健康情報の一括管理

健康診断の結果（※）、体重・体脂肪・血圧・血糖値・脈拍・腹囲・筋肉量などの身体情報、食事、運
動、睡眠等の生活情報をアプリで一括管理することができる。
（※）企業健保が社員の健診結果を一括して神戸市に提供した場合、健診結果の自動入力も可能。

自分だけの健康アドバイス

選択したコース（なりたい姿）、入力した情報に応じて、自分だけの健康アドバイスを受けることができる。
食事面では、カロリー収支、不足している栄養素等がわかるほか、運動面では、歩数の管理、気軽にでき
る運動方法のアドバイスなどを受けることができる。

健康ポイントで特典ゲット

情報の入力、目標の達成、健康イベントへの参加等で、健康ポイントが貯まり、市内企業の協賛による豪
華特典に応募・交換ができる。

メリット①
MY CONDITION KOBEの利用で社員が健康に
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MY CONDITION KOBEの導入で、「健康経営銘柄」認定基準の12項目をカバー

従業員の健康管理を経営課題とし、戦略的に取り組む経営手法である「健康経営」。従業員が心身とも
に健康になれば、労働生産性を上げ、企業価値・イメージを高め、従業員の定着・離職率は改善し、医
療費の負担を減らすことも。MY CONDITION KOBEの導入で、健康経営に取り組む企業としてのイ
メージを醸成することができます。詳細は、次ページ。

社員の健康状態を管理することができる

神戸市よりアプリの管理者権限を付与することにより、社員全体の健康状態の分析ができる。また、企業
健保として契約した場合は、各社員が記録した健康データをいつでも確認することができるため、社員の健
康状態を正確に把握することができ、一人一人に指導をすることも可能。

メリット②
企業として健康経営に取り組むことができる
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（参考）健康経営銘柄2020選定基準および健康経営優良法人2020認定基準
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MY CONDITION KOBE導入イメージ
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MY CONDITION KOBE（神戸市版）

企業A 企業B 企業C 企業E企業D

MCK
（企業A版）

神戸市

MCK
（企業B版）

MCK
（企業C版）

MCK
（企業D版）

MCK
（企業E版）

MY CONDITION KOBE（神戸市版）の機能はそのまま使用可能。さらに、健康経営の一環として、
企業が、アプリの管理者として独自に運営することができます。詳細は、管理者の機能（p.8）をご確認
ください。



MY CONDITION KOBE導入の流れ
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企業

社員 神戸市

②‘利用規約に同意・申込

⑤管理システム
からIDの登録
⇒利用開始



①社員全体の健康状態の分析

②社員個人の健康管理

③ユーザーへの情報発信

アプリを利用している社員に対し、性別・年齢・BMI・歩数・健康スコア等で絞り込み、日時を指定して、お
知らせ配信を行うことができる。Ex. BMI値が高い社員に対し、注意喚起の連絡を送る。

④健康ポイントの運用

健康行動に対して、健康ポイントを付与し、健康行動を促すことができる。（交換特典も管理者側で設
定が必要。）Ex. 有給の取得で、ポイント付与。昼休みにランニングをすると、ポイント付与。

⑤ランキングイベントの開催

事業所ごと、部署ごとに、健康スコア等を競うランキングイベントを開催し、健康行動を促すことができる。

⑥オンライン保健指導の実施

健康診断で要注意の社員に対して、オンラインで保健指導を実施できる。

管理者の機能について
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企業健保としての加入
でのみ利用可能な機能



管理者機能①：社員全体の健康管状態の分析
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管理者機能①：社員全体の健康管状態の分析
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管理者機能①：社員全体の健康管状態の分析
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管理者機能②：社員個人の健康管理



詳細画面の
画像

詳細画面
掲載内容

外部サイトリン
クボタンのラベル

利用者が健康情報を入力し、

アドバイスを受けるタイムライン

上に、情報を発信することがで

きる。
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お知らせパネル
画像

お知らせパネル
説明文

詳細画面ア
プリヘッダ

プッシュ通知
メッセージ

管理者機能③：情報の発信
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管理者機能④：健康ポイントの運用（2月下旬以降の予定）

Step1：管理者画面で、ポイント付与する条件を設定し、QRコードを発行。

Step2：QRの読み込みでポイント取得。

社員の健康は会社の資本！

有給消化ポイント

20P取得コード
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管理者機能⑤：ランキングイベントの開催

チームを組み、健康スコア（※）、BMI、歩数を競うランキ

ングイベントを開催することができる。

事業所ごと、部署ごと、プロジェクトチームごとなどで、チーム

を編成し、競うことで、健康意識が高まることが期待できる。

（※）健康スコアとは、日々登録する生活データに基づき、1日の終わりに示さ

れる生活習慣の総合評価であり、「食事の登録有無」「栄養素の摂取状況」

「摂取カロリー/消費カロリーが目標値に近いか」「運動しているか」等で採点され

ます。
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管理者機能⑥：オンライン保健指導の実施
※アプリベンダーとの契約が必要、別料金。


